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課題番号 研究課題 研究代表者 美苧ミ所属・氏名 ツソヨ 成果概要ン
少　グルーブ　での目1」ハ　、ハ　が　王
少数シロアリグループに 京都大学生存 するまでの日数はコロニー間及び実験





20DOL－02物叢」系を利用したバイオ 院生命環境科 ②、① 微生物叢系が異なることを示し、バイオ










20DOL－04新規シロアリ誘引・定着因 大学大学院工 ④ 顕著であり、炭素数14～17に相当する子の探索（新規） 芸科学研究 複数のピークと、炭素数20～24の複数科・山岡亮平 のピークに該当する成分が含まれてい
た。
京都大学大学 X禾CT衣旦は，アメリカガン　イシロア
20DOL－05木材の生物劣化の非破壊 院農学究科・ ④ リ食害村内部の食害痕の観察を可能に診断技術の開発（継続） 奥村正悟 し、シロアリの食害量と木材の強度との関係解明に有用である。
目の本1反としてノ目　　れこ胃
秋田県立大学 森県産ヒバ材と未使用ヒバ材（健全村）
20DOL－06屋外用途におけるヒバ材 木材高度加工 ④ を強制腐朽及びシロアリ強制摂食試験の耐久性評価（新規） 研究所・黄元 した結果、野外で使用された部材の耐
重 腐・耐犠牲は健全材と比べて低くなるこ
とが示された。
蟻害を受けた木質部材の 京都大学生存 ハー R・の、ホワトッ“ご1が










20DOL－09生物劣化による木材の強 工学院大学工 ④ 蟻害材中の孔道内での共鳴を反映して、度補強方法の研究（継続） 学部・宮澤健二 動健全材と比べ急激に小さくなってお
り、健全材より減衰が大きかった。
マレーシア　及び日　生 只　　　子　　子 職　、ハ　、ダンゴムソ　　りつぶしこ
20DOL－10シロアリに関する比較行 圏研究所・吉村 ④ 物など飼育容器への投入などの撹乱操
動学的研究（国際新規） 剛 作によって、イエシロアリ摂食行動は程
一56一
20DOL－1！
廃食用油を用いたリサイ
Nル型木材保存剤の開発
i室内試験による防蟻性能の迅速推定評価）（継続）
富山県林業技
pセンター木
ﾞ試験場・栗崎G
④
又の @算　る　のの影　　引　島　　　　よ“の～脂’にはシロアリの食害を抑制する効果が認められるが。室内試験による抑制効果は、性能規準に達しておらず、使用方法を熟慮しない限り、防蟻手段として応用できない。
20DOL－12
木材腐朽菌の遺伝資源データベース構築（継続） 高知工科大学
H学部・堀澤h ②、①
DOL呆　　の退ム・奉　よる　の　認に
?ｫ続き、未同定株についは、近縁種の
狽ｨよびDBの情報を用いてクラスター
I析を行った。研究結果は木材腐朽菌のデータベース構築に提供の予定である。
課題番号 研究課題 研究代表者椛ｮ・氏名
美　ミ
bショ 成果概要
20LSF－01
長期耐用化処理木材の非
ﾝ置・非曝露条件下での
ﾏ久性（国際新規）
京都大学生存圏
､究所・角田邦v ④
己仲元口1　後のw’20　10　30日の
ｲ査では、食害を確認できた試験体は皆
ｳであった。試験期間を延長して経過を
ｩ守ることにした。
20LSF－02環境に配慮した木材保存Z術の開発（継続）
奈良県森林技術センター・伊
｡貴文
④
クリオキしル・日による工一アル　几
揩ﾆ無水マレイン酸による気相処理は明
轤ｩに蟻害抑制に有効であった。後者は、48ヵ月経過時点での結果から、JIS　K
P571の防蟻性能基準に相当する耐蟻性
¥を付与できた。
20LSF－03
　系による　下シロアリ
蝸ﾊ飼育による食料化に
ﾖする基礎研究（国際新
K）
京都大学生存圏
､究所・角田邦v ②、①
シロアリが　害しこ　のが少よ　、ヨ、中
坙竄ﾌ延長あるいは再試験を計画する必
vがある。廃紙の種類によっては、シロ
Aリ大量飼育に適さない物があった。
20LSF－04
ねこ部材による床下環境の改善とその防蟻性能
i継続）
工学院大学工学
煤E宮澤健二 ④
　こ部　の　　によって　組旦　の
?Cの流れがシロアリの行動に影響した
級ﾊ、土壌から上方への蟻道の構築があったものの、上部構造木部には到達しな
ｩった。
20LSF－05床下設置用防蟻板の野外ｫ能評価（継続）
京都大学生存圏
､究所・吉村 ④
コン　ロール区及び　　　区において
ｹの拡大が認められたものの、試験体へ
ﾌシロアリの登上は認められなかった。
?ｫ続き観察を実施する。
20LSF－06合成木材の野外耐久試験i継続）
　梨県淋　総日
､究所・小澤雅V ④
2008　10　30目の30ヶ　。口後の調
ｸで食害が認められた素材は、ベイスギ
ﾆスギであった。合成木材では、蟻土の
`成などが視認されたが、試験体への食
Qはなかった。
20LSF－07
熱処理あるいはヒノキ精
茁h布スギ材の耐久性
i新規）・
高知県立森林技
pセンター・
ｼ岡良昭
④
20LSF－08木材の生物劣化の非破壊f断技術の開発（継続）
京都大学大学院
_学究科・奥ｺ正悟
④
シロアリの一山が認れこモデルハ
X1棟について計測した。土台に有意レベルのAEが検出され、シロアリがモデル
Z宅部材まで食害が進行していた。
20LSF－09
ノンケミカルな調湿材お
謔ﾑ断熱材を用いた住宅
ｰ下の防蟻効果の検証
i継続）
秋田県立大学木
ﾞ高度加工研究
梶E栗本康司
④
2008　10　の調　で刀めて壁面に　追
ｪ初めて認めらたグラスウール基礎、ス
^イロフォーム基礎、物理的遮蔽を施し
ﾄいない基礎の上部駆体を解体したとこ
?Aイエシロアリによる部材の蟻害と床
ｺ内部への進入を確認した。シロアリの
i入経路はいずれも外部の蟻道を経由し
ｽものであった。
20LSF－10
亜熱帯産広葉樹の成分活
pによる環境共生型資材の開発（継続） 鹿児島県林業試
ｱ場・森田1真」 ④
リュ　キュ　マツー、、、几理　への　舌が坂
煬モｵく、スギ・ヒノキの無処理材が次いだ。薬剤処理したものは一部の試験体
?怩｢て食害は認められなかった。
20LSF－11
　面理しこエクスァリ
Aウッドの耐久性評価
i継続）
　Y付　手人林
ﾑ総合研究所・
ﾘ口　実
④
　蕗3　後の一州口　は、　掠装一、、、しの
詞ｱ片では水性塗料を除いて変色が大き
｢事を示した。超音波伝達時間は暴露期
一57一
日　ハに目口　るヒロ　下し、簡弓よ
ﾌ劣化が進行していることを示唆した。
20LSF－12
蟻害を受けた木質部材の
c存耐力に関する実験的
､究（新規）
京都大学生存圏
､究所・森拓Y ④
改旦しこ醐　　　一旦シロアリが口舌し
ｽが、微生物の生育によってシロアリの
?ｮが全く見られない状態に陥った。シ
鴻Aリ活性を求めて試験場所を移動し
ｽ。
20LSF－13
加圧注入用薬剤および高
ﾏ久性樹種の長期耐久性
詞ｱ（継続）
　1付　手人林
ﾑ総合研究所・
蜻ｺ和香子 ④
ヨ’D升口4　後の　士・　蕗謝では、
S加圧注入試験体及びイペ・シャラは健
S（であった。試験開始3年の非接地・
?¥露試験体では、全て健全であった。
20LSF－14
　　　　　　いこリ　イ
Nル型木材保存剤の開発
i室内試験による防蟻性
¥の迅速推定評価）（継
ｱ）
富山県林業技術センター木材試
ｱ場・栗崎宏
④
銅石’’・　理石．中　　び注入几　己
ｱ材は、蟻害を受けておらず、JISK1571
ﾌ野外防蟻性能基準（2年間食害なし）に
K合することが確認された。
20LSF－15
新しい住宅断熱工法に対
桙ｵた物理的防蟻材料の
J発（継続）
東洋大学工学
煤E土屋喬雄 ④
　礎断ハ、、メッシュ　エ手のノ
ｫを7年間以上にわたって野外試験した
級ﾊ、シロアリの侵入は皆無であり、良
Dな長期防蟻性を確認できた。
20LSF－16オビスギ品種材のシロア樺?R性（継続） 宮崎大学農学煤E雅子谷佳男 ④
舌岬　故旦3　後の冑口　では、オヒスギ
i種材の明確な食害痕は認められなかっ
ｽ。引き続き、調査を実施する。
3．特記事項
（1）国際共同利用を開始し、5件を採択した。
（2）生活圏・森林圏シミュレーションフィールドの敷地面積が2．8haに拡張された。
（3）DOL／LSFで行われた研究成果を広く社会に公開するため、研究成果報告会を第116回生存圏シンポジウ
　ムとして平成21年2月26日に実施し、併せて成果報告集を出版した。
（4）内規を整備し、他の共同利用施設との整合性が図られた。
4．研究成果紹介・共同利用についての学術的紹介
　平成20年度の採択件数は28件、その内17件は国内継続。国内新規は7件、国際新規4件であった。計
画された研究は概ね順調に遂行され、全国共同利用の成果として評価できた。
　生物機能を利用したエネルギー生産や食糧化が採択されおり、それらの学術的意義について紹介する。
「餌一シロアリー腸内微生物叢」系を活用したバイオガス生産に関する研究は、環境低負荷型のバイオガス
生産システムの構築を目指した物である。研究の背景として、このままでは化石資源は枯渇し、現在のエ
ネルギー供給は長くは続かないこと、バイオマスからのエネルギー創出には土地利用や食糧確保の問題派
生していることなどが挙げられる。確かに、バイオマスからのバイオガス生産が注目されているが、製造
上の問題や環境負荷など解決すべき課題は多い。常態下で木材を含むバイオマスを分解する能力を備え、
代謝産物として水素やメタンを排出するシロアリの生物機能に着目した。餌を介したシロアリとその腸内
微生物叢の複合生物系を「餌一シロアリー腸内微生物叢」系として捉えている。エネルギー生産効率と生産
に要する費用の問題は高いハードルではあるが、今後の研究の進展に期待したい。
　　日本の製紙産業は世界3位にランクされ、平成19年度の需要は31，700，000トン、廃紙量は19，O00，000
トン以上である。廃紙の多くが焼却や土中に埋められるなど、無駄になっている。増大する廃紙の有効利
用として、廃紙によるシロアリの大量飼育は検討に値する研究テーマである。大量飼育されたシロアリを
養殖魚類や家禽・家畜類の飼料、人類の食料としての利用することが目的である。既往研究では、廃紙の
生物的処理にシロアリを利用できる可能性が示唆されてはいるが、シロアリの大量飼育に適する紙の種類
に関する知見はない。そこで、様々な種類の廃紙に対するシロアリによる分解性を野外試験で評価し、シ
ロアリ大量飼育の場合の餌としての可能性を探求すべきであろう。
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